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紛争や難病、飢餓などの厳しい状況にある世界の子ども

たちを支援する組合員カンパを毎年実施しています。

2020年度は７団体へ1,088万634円を贈呈しました。

1996年からの累計実績は約１億7,712万円に。

Pray for Peace わたしたちは、ともに、
くらし、つくる、
平和な未来に向けて

平和について学び、考えるきっかけの場づくり
として、学習会や憲法カフェなどの取り組みを
広げています。

平和大使２名のパネリスト参加も。

非人道的兵器の廃絶の歴史や核兵器の非人道性、

安全保障などをお話しいただきました。後半では

岩波書店『世界』編集長の熊谷伸一郎氏

とのトークセッションに長崎市高校生

平和な世界を目指し、国内外で活動する
NGOや他団体と協力し、連帯活動に取り
組んでいます。

パルシステム東京平和活動レポート（2020年度）

「核兵器はなくせるの？核兵器をなくすためにできること」

川崎 哲 氏
（ＩＣＡＮ国際運営委員・ピースボート共同代表）

平 和 学 習 会

『エコ＆ピースナビゲーター平和編』

書き損じハガキ等の回収キャンペーン

平和カンパ贈呈式

平 和 カ ン パ

◀ 11月号では被爆地長崎で
誕生した「高校生平和大使」
からのメッセージを活動とと
もに紹介。

８月号では新型コロナウ
イルス感染症によって深
刻な影響を受ける「難民
キャンプ」支援を特集 ▶

©チェルノブイリ子ども基金

◀ 1986年のチェルノブイリ原発
事故の影響により、小児がんなど
の治療を受ける子どもたち。カン
パ金は支援先団体を通じて、治療
薬の購入費などに

▲ シャンティ国際ボランティア会の
協力を得て、組合員による委員会活
動でも「絵本を届ける運動」ボラン
ティアを体験（写真はイメージ）

◀ 湾岸戦争・イラク戦争で
大量に投下された劣化ウラ
ン弾の影響を受けるイラク
の子どもたちへの医療支援
を行うJIM-NET（東京事務
所にて）

家庭に眠る不用品の寄付で気軽に参加できる国際

協力活動。2020年度は2つのNGO団体と連携し、

商品カタログとともに配付した専用封筒を使って

計7,136件の寄付が組合員から寄せられました。

贈呈先の７団体へ役職員が訪問し、目録を贈呈。

各団体の活動報告を聞き、意見を交わしました。

　2021年1月22日、核兵器禁止条約が発効しました。被爆者の思い、世界中の平和を願う人たちの気持ち、一人

ひとりの力が集まり、世界が動いたのです。関わったみなさまに敬意を表するとともに、同じ願いをいだく仲間として

喜びたいと思います。核廃絶への道はまだ通過点、これからも関心を寄せていきましょう。

　2020年度、感染症下でも活動を継続するために、オンラインを活用した取り組みを始めました。オンラインは移動

が不要なので、参加の輪を拡大したり、多元中継などの多様な企画の可能性を秘めています。社会的な状況は貧困

格差の拡大など予断を許しませんが、私たちは関心を持ち続け、どんな状況でも私たちのできることを探しながら、

引き続き取り組んでいきたいと思います。

みんなの思いを重ねて、社会を変えよう

生活協同組合パルシステム東京 理事長 松野  玲子



意見書・要望書の提出
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SNS・ブログ投稿を広く呼びかけました。

6 月12 日「児童労働反対世界デー」に

合わせて児童労働ネットワークが取り組

む「レッドカードアクション」に賛同し、

企画名・内容

国際協力NGO２団体の「書き損じハガキ等回収キャンペーン」を実施
シャプラニール＝市民による海外協力の会「『あなたのはがきが、誰かのために。』キャンペーン」 寄付件数3,324件／換金
額750万28円　ハンガー・フリー・ワールド「書き損じハガキ回収キャンペーン」 寄付件数3,812 件／換金額751万9,715円

【中止・延期】「国連NPT（核不拡散条約）再検討会議」
生協代表団の一員として平和担当理事1名の派遣し、ピースフラッグを掲げて平和の願いをアピールする予定だった

【中止】「ピースアクション in TOKYO & ピースパレード」

「児童労働にレッドカード！～おうちでレッドカートアクション！～」（児童労働ネットワーク）に賛同
組合員にSNSやWEBでの投稿・掲載を呼びかけ

「Pray for Peace パルシステム東京平和活動レポート（2019年度）」を発行

平和カンパ　組合員から寄せられたカンパ1,088万634円を国際協力NGO等7団体へ贈呈

「2020年7月豪雨」災害緊急支援募金　組合員から寄せられた募金総額1億4,527万9,493円（うちパルシステム東京4,996
万9,918 円）は被災した産地・取引先、被災地で活動する支援団体への支援金、地域の自治体への義援金として贈呈

「2020 ピースアクション in ヒロシマ」／主催：日本生協連、広島県生協連　オンライン配信
　「デジタルアーカイブ等を活用した新たな継承学習会」「被爆の証言・サダコと折り鶴の話」
　「被爆の証言・朗読と被爆の証言」「碑めぐり」「被爆体験伝承講話」「ヒロシマ 虹のひろば」

「2020 ピースアクション in ナガサキ」／主催：日本生協連、長崎県生協連　オンライン配信
　「家族・交流証言者による講話」「被爆の証言①、②」「被爆体験記の朗読会」「被爆の証言・平和の紙芝居」
　「ナガサキ 虹のひろば」

「戦後75年 未来へつなげる平和行動とは」　　　秋葉忠利氏（前広島市長）、岡村幸宣氏（原爆の図丸木美術館学芸員）
主催：パルシステム連合会 地域活動委員会　同日、パルシステムグループ各理事長連名で「パルシステム平和の願い」を発表

「9.18 さようなら原発首都圏集会」／主催：「さようなら原発」一千万署名 市民の会

パルシステムの「産直」手法を活用した「顔の見える」再生可能エネルギー普及活動が
環境省主催「令和2年度気候変動アクション環境大臣表彰（普及・促進部門/緩和・適応分野）」を受賞

平和学習会「核兵器はなくせるの？核をなくすためにできること」
　　　川崎哲氏（国際交流NGOピースボート共同代表、ICAN国際運営委員）

「被爆者が訴える核兵器廃絶にむけた国際署名」4万7,096筆（グループ全体で24万8,216筆）
「核兵器禁止条約の早期締結を求める署名」2万6,802筆（パルシステム千葉と合わせて3万9,191筆）に到達

「原発ゼロ・自然エネルギー100 世界会議～福島原発事故から10 年～」にて「パルシステムでんき」の取り組みをアピール
主催：原発ゼロ・自然エネルギー推進連盟（原自連）

「ピースアクション in 沖縄～第38回 沖縄戦跡・基地めぐり～」／主催：日本生協連、沖縄県生協連　オンライン配信

「3.27さようなら原発首都圏集会」／主催：「さようなら原発」一千万署名 市民の会

前広島市長の秋葉忠利氏と原爆の図丸木美術館学

芸員の岡村幸宣氏をリモートでつないで学習会を

開催。お二人のクロストークでは、生活に根ざす

生協が「平和の循環」を担うことに大きな期待が

寄せられました。

戦後75年に寄せて

「パルシステム平和の願い」
 格差、分断、不寛容——

小さな一歩から平和につなげよう

◀ WEBで閲覧できます
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エネ推進をアピール。

2020年度は感染拡大防止のため「全国集会」から

各地方や地域で同日同時刻開催を呼びかける形式

に変更となりました。パルシステム東京は役職員

有志にて9月18日と3月

27日に開催された首都

圏集会にて脱原発と再

あなたの
「平和」への想い

●多核種除去設備等処理水の取り扱いに関する意見書（5/1）●「日本原燃株式会社再処理事業所における再処理の事業の変更許可申請書
に関する審査書（案）」に対する意見（6/11）●六ヶ所再処理工場の稼働に反対する抗議文（9/17）●「日本原燃株式会社における核燃
料物質の加工の事業の変更許可申請書（MOX 燃料加工施設）に関する審査書（案）」に対する意見 （11/4）●核兵器禁止条約の発効を
歓迎し、日本政府の批准を求める要請書を内閣総理大臣に提出（12/4）●「トリチウム等汚染水の海洋放出反対」と「放射性物質拡散防
止の規制強化」に関する意見書（12/7）●アメリカ合衆国における臨界前核実験実施への抗議文を同国大統領に提出（3/1）

開催日
  
 

2020年1月～5月
 
 
 

4月
 
 

5月27日
 
 

6月1日～20日
 
 

7月22日
 

7月13日～8月14日
 
 

7月17日～8月15日
 
 
 

8月4日～5日
 
 
 

8月7日～8日
 
 
 

8月13日
 
 

9月18日
 
 

10月30日
 
 

12月12日
 
 

1月22日
 
 

3月11日
 
 

3月26日
 

3月27日
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ストップ！児童労働キャンペーン

平和について学び、考え、行動するための
平和活動に取り組んでいます。

さようなら原発首都圏集会

「戦後75年 未来へつなげる平和行動とは」

秋葉 忠利 氏
（写真中央モニター／前広島市長、
原水爆禁止広島県協議会代表委員）

拡 大 学 習 会

主な平和活動（2020.4.1～2021.3.31）

岡村 幸宣 氏
（写真左／原爆の図丸木美術館学芸員）

◀ 延期となっ
たNPT再検討
会議に持参予
定だったピー
スフラッグを
背に「パルシ
ステム平和の
願い」を読み
上げて決意表
明を行った。

*パルシステム連合会 地域活動委員会 主催

（10/7 平和の種まき委員会 主催）

「小さな上映会 アフガニスタンー
用水路が運ぶ恵みと平和」

協連 主催）
「オンライン子ども平和会議」

（8/8 日本生協連、長崎県生

意見書
・

要望書
の提出

日比谷公園での集会後、感染
防止に配慮しながら東京電力
本社前や銀座をパレード ▶

本誌へのご意見・ご感想
と合わせて、みなさまの
声をお聞かせください!

▶
ア
ン
ケ
｜
ト


